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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第153期
第３四半期
連結累計期間

第154期
第３四半期
連結累計期間

第153期

会計期間
　自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日

　自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日

　自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日

売上高（百万円） 25,949 25,610 34,699

経常利益（百万円） 149 171 282

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）（百万円）
△111 243 189

四半期包括利益又は包括利益（百万円） △278 310 165

純資産額（百万円） 11,846 12,339 12,291

総資産額（百万円） 42,832 41,699 42,614

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△2.19 4.78 3.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 25.4 27.3 26.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
359 1,957 1,366

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,137 △774 △1,954

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,394 △1,118 △1,728

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（百万円）
4,105 4,063 3,983

　

回次
第153期
第３四半期
連結会計期間

第154期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
　自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日

　自　平成24年10月１日
　至　平成24年12月31日

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）
△3.47  △0.03

　（注）１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第153期第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４　第154期第３四半期連結累計期間及び第153期における潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　従来、営業外収益に計上しておりました「受取ロイヤリティー」は、第153期より「売上高」に含めて表示し

ております。また、この変更に伴い、第153期第３四半期連結累計期間の「受取ロイヤリティー」につきまし

ても、「売上高」に組替を行っております。　

EDINET提出書類

株式会社巴川製紙所(E00650)

四半期報告書

 2/19



２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社、連結子会社及び持分法

適用関連会社）が判断したものであります。
 
（１）業績の状況　

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災からの復興需要等を背景として、弱いながらも景気は緩

やかに持ち直しています。一方、海外経済については、欧州債務危機の長期化や中国・インドなど新興国経済の減

速等で不透明な状況が継続しているものの、高止まりしていた円相場が12月末に向け下落基調に転じたことか

ら、輸出環境に関しては改善の兆しが表れてきました。

　このような経済状況の下、当社グループの業績は、不振のフラットパネルディスプレイ（以下、ＦＰＤと略す。）

業界及び夏場頃から調整局面に入った半導体業界の影響を受けて、ＦＰＤ関連製品及び半導体関連製品の販売が

低迷したものの、機能紙事業における新製品投入効果やトナーの販売が伸びたことなどにより上記製品群の売上

高減少を補ったことなどから、当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同期に比べ338百万円の減収に

とどまり、25,610百万円（1.3％減）となりました。

　利益面につきましては、期初計画時点よりＦＰＤ関連製品の不振を見込み受注状況に応じた柔軟な生産体制を

敷くとともに、鋭意コスト削減に取り組みました。これらの施策により販売低迷による利益への影響を最小限に

とどめ、さらに12月末に向けて円安の流れも若干の追い風となりました。この結果、当第３四半期連結累計期間の

営業利益は前年同期に比べ122百万円増益の332百万円（58.5％増）に、経常利益は前年同期に比べ22百万円増益

の171百万円（14.9％増）となりました。また、四半期純損益については前年同期に比べ355百万円増益の243百万

円の四半期純利益となりました。
　 
　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　プラスチック材料加工事業

　主力のプラスチック材料加工事業では、プラズマテレビ向けを中心にＦＰＤ関連製品の受注が低迷し、さらに

夏場以降は半導体関連製品の需給調整が本格化しました。この結果、売上高は15,425百万円（対前年同期比4.0

％減）となりました。

　プラスチック材料加工事業の利益面につきましては、コスト削減に加え、中国のトナー設備増強効果が徐々に

表れてきたものの、ＦＰＤ関連製品及び半導体関連製品の受注減の影響が大きく、セグメント（営業）損失は

73百万円となり、前年同期比で36百万円の減益となりました。

②　製紙・塗工紙関連事業

　製紙・塗工紙関連事業は、塗工紙の減少が続く中で機能紙分野の製品が大きく成長したことなどから、売上高

は10,125百万円（対前年同期比3.1％増）となりました。

　製紙・塗工紙関連事業の利益面につきましては、機能紙の成長に加え収益改善対策の効果が表れたことなど

から、セグメント（営業）利益は383百万円（対前年同期比105.4％増）となりました。
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③　その他の事業

　売上高は59百万円（対前年同期比4.9％減）となり、セグメント（営業）利益は5百万円（対前年同期比80.3

％減）となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ79百万円増加し、

4,063百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、利息の支払額が230百万円あった

ものの、減価償却費1,518百万円を計上したことなどから1,957百万円の増加となり、前年同期と比べ1,598百万

円の増加となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出

が620百万円あったことなどから、774百万円の減少となり、前年同期と比べ363百万円の増加となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入が4,233百

万円あったものの、長期借入金の返済による支出が5,334百万円あったことなどから1,118百万円の減少とな

り、前年同期と比べ276百万円の増加となりました。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変　

　更はありません。

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、894百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現

状と見通しについて重要な変更はありません。

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、41,699百万円で、前連結会計年度末に比べ915百万円の減

少となりました。流動資産は20,113百万円で、前連結会計年度末に比べ153百万円の減少となり、その主な要因

は受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。固定資産は21,585百万円で、前連結会計年度末に比べ

761百万円の減少となり、その主な要因は償却による有形固定資産の減少によるものです。

負債合計は、29,360百万円で、前連結会計年度末に比べ963百万円の減少となりました。流動負債は16,687百

万円で、前連結会計年度末に比べ2,812百万円の減少となり、その主な要因は1年内返済予定の長期借入金の減

少によるものです。固定負債は12,672百万円で、前連結会計年度末に比べ1,849百万円の増加となり、その主な

要因は長期借入金の増加によるものです。なお、当第３四半期連結会計期間末における有利子負債残高は、

17,623百万円と、前連結会計年度末に比べ742百万円の減少となりました。

また、純資産は、12,339百万円で、前連結会計年度末に比べ47百万円の増加となりました。 

（７）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更は

ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
 第３四半期会計期間末現在

    発行数(株)
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）　
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
 取引業協会名

内容

普通株式 51,947,031 51,947,031
　　東京証券取引所

　　市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 51,947,031 51,947,031 ― ―

　（注）　　「提出日現在発行数」欄には、平成25年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

　　　　り発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 51,947,031－ 2,894 － 3,569

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 443,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　51,387,000 51,387 －

単元未満株式 普通株式　　 117,031 －
１単元(1,000株)未満

の株式

発行済株式総数 51,947,031 － －

総株主の議決権 － 51,387 －

　（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式396株が含まれております。

　　　　２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
 株式数(株)

他人名義所有
 株式数(株)

所有株式数の
 合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

㈱巴川製紙所
東京都中央区京橋

１－７－１
443,000 － 443,000 0.85

計 － 443,000 － 443,000 0.85

　（注）　株主名簿上当社名義になっている株式は全て実質的に所有しております。　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,049 4,125

受取手形及び売掛金 6,956 6,518

製品 5,873 5,760

仕掛品 69 67

原材料及び貯蔵品 1,922 2,051

その他 1,402 1,598

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 20,267 20,113

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,246 7,880

機械装置及び運搬具（純額） 5,371 4,991

その他（純額） 4,689 4,609

有形固定資産合計 18,307 17,482

無形固定資産 285 172

投資その他の資産

その他 3,755 3,932

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 3,753 3,930

固定資産合計 22,346 21,585

資産合計 42,614 41,699

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,710 5,817

短期借入金 1,727 2,066

1年内返済予定の長期借入金 8,955 6,268

未払法人税等 50 78

賞与引当金 428 132

その他 2,628 2,323

流動負債合計 19,500 16,687

固定負債

長期借入金 7,683 9,288

退職給付引当金 2,317 2,610

役員退職慰労引当金 191 198

その他 631 575

固定負債合計 10,823 12,672

負債合計 30,323 29,360
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,894 2,894

資本剰余金 3,582 3,582

利益剰余金 6,076 6,062

自己株式 △324 △324

株主資本合計 12,229 12,215

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 95 82

為替換算調整勘定 △981 △917

その他の包括利益累計額合計 △886 △834

少数株主持分 948 958

純資産合計 12,291 12,339

負債純資産合計 42,614 41,699
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 25,949 25,610

売上原価 21,957 21,554

売上総利益 3,992 4,055

販売費及び一般管理費 3,782 3,723

営業利益 209 332

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 28 28

持分法による投資利益 53 －

補助金収入 76 145

その他 184 108

営業外収益合計 344 283

営業外費用

支払利息 258 222

為替差損 － 112

持分法による投資損失 － 69

休止費用 81 －

その他 64 40

営業外費用合計 405 444

経常利益 149 171

特別利益

投資有価証券売却益 0 3

その他 1 0

特別利益合計 1 3

特別損失

子会社役員特別退職金 20 －

固定資産除却損 34 10

子会社清算損 － ※
 22

災害による損失 24 －

その他 18 3

特別損失合計 97 36

税金等調整前四半期純利益 52 138

法人税、住民税及び事業税 81 80

法人税等調整額 69 △198

法人税等合計 150 △118

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△98 257

少数株主利益 13 13

四半期純利益又は四半期純損失（△） △111 243
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主利益 13 13

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△98 257

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △34 △14

繰延ヘッジ損益 2 －

為替換算調整勘定 △148 63

持分法適用会社に対する持分相当額 0 3

その他の包括利益合計 △180 52

四半期包括利益 △278 310

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △287 295

少数株主に係る四半期包括利益 8 14
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 52 138

減価償却費 1,638 1,518

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16 6

退職給付引当金の増減額（△は減少） 296 293

受取利息及び受取配当金 △30 △29

支払利息 258 222

補助金収入 △76 △145

売上債権の増減額（△は増加） 1,948 470

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,126 53

仕入債務の増減額（△は減少） △1,435 75

その他 △183 △523

小計 1,358 2,080

利息及び配当金の受取額 27 30

利息の支払額 △293 △230

法人税等の支払額 △788 △67

法人税等の還付額 － 51

その他 55 92

営業活動によるキャッシュ・フロー 359 1,957

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,105 △620

貸付金の回収による収入 300 －

関係会社株式の取得による支出 △208 △20

その他 △124 △133

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,137 △774

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 362 275

長期借入れによる収入 8,155 4,233

長期借入金の返済による支出 △9,538 △5,334

配当金の支払額 △255 △255

少数株主への配当金の支払額 △4 △4

その他 △113 △32

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,394 △1,118

現金及び現金同等物に係る換算差額 △77 14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,249 79

現金及び現金同等物の期首残高 6,355 3,983

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,105

※
 4,063
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ11百万円増加しております。

　

【追加情報】

（表示方法の変更）　

　前第３四半期連結累計期間において、四半期連結損益及び包括利益計算書における「営業外収益」の「受取ロイヤリ

ティー」は、前連結会計年度より「売上高」に含めて表示することとしております。

　この変更は、当社の製品開発活動の成果として、前連結会計年度における合弁事業の進展に伴う取引形態の変更等に

より受取ロイヤリティーが増加したこと、また今後も継続して受取ロイヤリティーが増加することが見込まれること

などから、当社の営業活動の成果をより適切に表示するために行ったものであります。

　この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益及び包括利益計算書における「営業外収益」の「受取ロイヤ

リティー」88百万円を「売上高」に組替えております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行９行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しておりましたが、平成24年10月31日に期間満了に伴い当該契約は終了しております。

当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの

総額
3,463百万円 －百万円

借入実行残高 3,463 －

差引額 － －

 

　

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※  子会社清算損は、国内連結子会社の清算に伴う特別退職金の見込み額であります。

　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 4,129百万円 4,125百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △24 △62

現金及び現金同等物 4,105 4,063

 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）　

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 257 5  平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金

 　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）　

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 257 5  平成24年３月31日 平成24年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日 至　平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）３　

プラスチッ
ク材料加工
事業

製紙・塗工
紙関連事業

計

売上高     　 　  

外部顧客への

売上高
16,063 9,823 25,886 62 25,949　 －　 25,949

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

12 88 101 640 742　 △742 －

計 16,075 9,912 25,988 703 26,691　 △742 25,949

セグメント利益

又は損失（△）　
△37 186 149 27 177　 32　 209

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額32百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日 至　平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
財務諸表
計上額
（注）３　

プラスチッ
ク材料加工
事業

製紙・塗工
紙関連事業

計

売上高     　 　  

外部顧客への

売上高
15,42510,12525,550 59 25,610　 －　 25,610

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

1 127 129 608 738　 △738 －

計 15,42610,25325,680 668 26,348　 △738 25,610

セグメント利益

又は損失（△）　
△73 383 309 5 315　 17　 332

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額17百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）　
△2.19円 4.78円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（百万円）
△111 243

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（百万円）
△111 243

普通株式の期中平均株式数（株） 51,008,578 51,005,778

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要　

　

－

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間は、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため、また、当第３四半期連結累計期間は、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、 記載しておりません。　

　

　

　

　　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
   平成25年２月14日
     

株式会社巴川製紙所     

取締役会　御中     
   
     
 新日本有限責任監査法人
     
 　 　 　 　
     

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 藤田和弘 印

     

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 須山誠一郎 印

    　
　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社巴川
製紙所の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１
日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係
る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連
結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に
準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社巴川製紙所及び連結子会社の平成24年12月31日現在の
財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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